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が
ん
が
起
き
る
要
因
に
は
、
た

ば
こ
や
お
酒
、
脂
肪
・
塩
分
の
摂

り
す
ぎ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
た
ば

こ
が
な
く
な
れ
ば
、
日
本
人
男
性

の
が
ん
の
約
３
割
を
予
防
で
き
る

と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
禁
煙
に

加
え
て
お
酒
や
塩
分
を
控
え
、
野

菜
中
心
の
食
事
や
運
動
を
心
が
け

る
と
、
が
ん
に
な
る
リ
ス
ク
は
少

な
く
な
り
ま
す
。
で
も
、
ゼ
ロ
に

は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
次

の
備
え
と
し
て
「
が
ん
検
診
」
で

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
大
切
な

の
で
す
。

　

生
活
習
慣
の
改
善
と
が
ん
検
診

の
２
段
が
ま
え
で
、
が
ん
に
よ
る

死
亡
率
は
大
き
く
下
が
り
ま
す
。

　

近
年
、
大
腸
が
ん
に
か
か
る
人

が
急
増
し
て
い
ま
す
。
大
腸
が
ん

の
自
覚
症
状
に
は
、
が
ん
が
で
き

た
場
所
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

が
、
「
便
の
表
面
に
血
が
つ
く
」

「
以
前
に
比
べ
て
便
秘
や
下
痢
が

多
く
な
っ
た
」
「
腹
痛
が
あ
る
」

な
ど
の
ほ
か
、
腸
が
詰
ま
っ
て
し

ま
う
「
腸
閉
塞
」
を
お
こ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら

の
症
状
は
、
が
ん
が
あ
る
程
度
大

き
く
な
ら
な
い
と
現
れ
ま
せ
ん
。

早
期
の
大
腸
が
ん
で
は
症
状
が
な

釈
若

錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫
錫

い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

釈
若
錫　

大
腸
が
ん
の
検
査
に
は
、
症
状

が
な
い
人
を
対
象
に
し
た
「
検

診
」
と
、
が
ん
が
疑
わ
れ
る
人
や

症
状
が
あ
る
人
を
対
象
に
し
た

「
精
密
検
査
」
が
あ
り
ま
す
。

　

検
診
で
は
「
便
潜
血
検
査
」
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
便
の
一

部
を
採
取
し
、
便
の
な
か
の
目
に

は
見
え
な
い
血
液
の
有
無
を
調
べ

る
も
の
で
す
。

　

大
腸
が
ん
が
あ
る
人
の
う
ち
、

４
分
の
３
程
度
は
便
潜
血
検
査
で

が
ん
が
発
見
で
き
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
残
り
４
分
の
１
程
度
の

人
は
、
が
ん
が
見
逃
さ
れ
て
し
ま

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

便
潜
血
検
査
を
毎
年
受
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
大
腸
が
ん
で
死
亡
す

る
確
率
が
下
が
る
こ
と
が
研
究
で

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
に
１
度

の
が
ん
検
診
は
、
が
ん
が
進
行
す

る
前
に
発
見
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
ぜ
ひ
積
極
的
に
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！ 

【
検
診
の
対
象
】

○
胃
が
ん
（　

歳
以
上
）

35

○
大
腸
が
ん
（　

歳
以
上
）

35

○
乳
が
ん
（　

歳
以
上
の
女
性
）

20

○
子
宮
が
ん
（　

歳
以
上
の
女
性
）

20

○
骨
粗
鬆
症
（　

〜　

歳
の
女
性
）

40

70

○
そ
の
他
（
喉
頭
が
ん
、
前
立
腺

が
ん
）

【
検
診
の
種
類
】

○
が
ん
検
診
ツ
ア
ー
（
旭
川
）

…
胃
・
大
腸
・
子
宮
・
乳
房
・
骨

旭
川
へ
無
料
送
迎
バ
ス
が
出
ま
す

○
夏
の
が
ん
検
診
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

…
胃
・
大
腸
・
喉
頭

○
冬
の
が
ん
検
診
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　

…
胃
・
大
腸

※
詳
し
い
日
程
や
料
金
に
つ
い
て

は
３
月
発
行
の
お
知
ら
せ
版
を
ご

覧
下
さ
い
。

※
平
成
　
年
度
国
の
が
ん
検
診
推

23

進
事
業
を
う
け
、
和
寒
町
で
も
大

腸
が
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
を
積
極

的
に
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
保
健
係
（
電

話　

―
２
０
０
０
）
ま
で
お
気
軽

32
に
ご
連
絡
下
さ
い

保
健
師　

吉
岡
瑞
季

★赤ちゃんおはなし会はじめます！（第１土曜日、10時30分～幼児コーナーにて★）

新

着

本

の

ご

案

内〔
児
　
童
　
書
〕

▼
ミ
ル
ク
マ
ン
と
い
う
名
の
馬

（
ヒ
ル
ケ
・
ロ
ー
ゼ
ン
ボ
ー
ム
）

▼
ノ
ー
ス
ウ
ッ
ズ
の
森
で（
大

竹
英
洋
）▼
マ
ド
レ
ー
ヌ
、ホ
ワ

イ
ト
ハ
ウ
ス
に
い
く（
ジ
ョ
ン
・

ベ
ー
メ
ル
マ
ン
ス
・
マ
ル
シ
）▼

パ
パ
・
カ
レ
ー（
武
田
美
穂
）▼

み
ら
く
る
ミ
ル
ク（
中
西
敏
夫
）

▼
菜
の
子
先
生
の
郊
外
パ
ト
ロ

ー
ル（
富
安
陽
子
）▼
ろ
ば
の
と

し
ょ
か
ん（
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ウ
ィ

ン
タ
ー
）

〔
一
　
　般
　　
書
〕

▼
鼠
、影
を
断
つ（
赤
川
次
郎
）

▼
赤
の
他
人
の
瓜
二
つ（
磯
崎

憲
一
郎
）▼
ち
ょ
ち
ょ
ら（
畠
中

恵
）▼
ラ
イ
麦
畑
で
熱
血
ポ
ン

ち
ゃ
ん（
山
田
詠
美
）▼
感
染
遊

戯（
誉
田
哲
也
）▼
白
の
祝
宴

（
森
谷
明
子
）▼
も
も
こ
の
ま
ん

ね
ん
日
記
２
０
１
１（
さ
く
ら

も
も
こ
）▼
花
の
鎖（
湊
か
な

え
）▼
仏
の
発
見（
五
木
寛
之
）

▼
統
ば
る
島（
池
上
永
一
）▼
ゴ

ル
ゴ
　
は
い
つ
終
わ
る
の
か
？

13

（
竹
熊
健
太
郎
）▼
マ
ン
ガ
の
深

読
み
、大
人
読
み（
夏
目
房
之

介
）▼
四
十
九
日
の
レ
シ
ピ（
伊

吹
有
喜
）▼
徹
子
ザ
・
ベ
ス
ト

（
黒
柳
徹
子
）▼
天
女
湯
お
れ
ん

（
諸
田
玲
子
）▼
淡
雪
記（
馳
星

周
）▼
ト
ロ
ン
プ
ル
イ
ユ
の
星

（
米
田
夕
歌
里
）▼
う
か
ら
は
ら

か
ら（
阿
川
佐
和
子
）▼
子
子
家

庭
の
身
代
金（
赤
川
次
郎
）▼
花

桃
実
桃（
中
島
京
子
）▼
人
質
の

朗
読
会（
小
川
洋
子
）▼
い
と
ま

申
し
て（
北
村
薫
）▼
恋
し
ぐ
れ

（
葉
室
麟
）▼
や
わ
ら
か
な
レ
タ

ス（
絵
國
香
織
）▼
ぼ
く
か
ら
遠

く
離
れ
て（
辻
仁
成
）▼
カ
サ
サ

ギ
た
ち
の
四
季（
道
尾
秀
介
） 

―話　題　の　本―
『きことわ』芥川賞受賞作
（朝吹真理子/著）

　葉山の高台にある別荘で、幼い日を

ともに過ごした貴子と永遠子。ある

夏、突然断ち切られたふたりの親密な

時間が、25年後、別荘の解体を前にし

てふたたび流れ始める・・・。

☆毎週土曜日

　14時00分～

おはなしかい開催

健
康
メ
モ

～
年
に
１
度
の
が
ん
検
診
～


